
ニ

ティ形成や防災時の情報の収集、伝達のため大学や企業等と連携のもと地域情報化方針等を検討するとともに、その構築を

図ります。併せて、ＩＣＴの活用の促進を図るため、情報リテラシー向上のための人材育成を推進します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮 IPUイノベーションセンター・パークへの立地件数

1 ら 20 21 23 25 25 Ａ
％ 18

し 19 21 19 25 25 100.0

幸 身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合

2 40.5 42.5 43.5 45 45 Ｄ
％ 39.5

福 40.4 40.4 36.3 34.6 34.6 △89.1

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

03020100 inove(イノベ)等への企業集積の促進と産業立地構想の策定
暮

IPUイノベーションセンター・パークへの立地件数
1 ら

20 21 23 25 25 Ａ
し ％ 18

19 21 19 25 25 100.0

03020100 inove(イノベ)等への企業集積の促進と産業立地構想の策定
幸

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合
2

40.5 42.5 43.5 45 45 Ｄ
福 ％ 39.5

40.4 40.4 36.3 34.6 34.6 △89.1

03020200 産学官連携や異業種連携による価値の創造
暮

セミナー、フォーラム等の交流事業の回数（累計）
3 ら

12 25 35 54 54 Ａ
し 回 0

20 44 77 120 120 222.2

03020200 産学官連携や異業種連携による価値の創造
幸

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合
4

40.5 42 43.5 45 45 Ｄ
福 ％ 39.5

40

政

.4 40.4 36.3

 

34.6 34.6 △8

 

9.1

0302030

 

0 ＩＣＴを活用した

 

地域情報化の推進
暮

普

策

段の生活に必要な情報

:

が伝わっていると感じ

基

ている人の割合
5 ら

4

本

2.5 45 47.5 5

施

0 50 Ｄ
し ％ 40.5

策

44 41.5 49.2

:

44 44 36.8

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 7月29日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進

企業振興課長  熊谷和久

１．基本施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする

企業集積と産学官連携について、イノベーションパークを拠点とした産学官連携や異業種連携を推進し、新たな価値が創造

され、民間資金が集積する環境を構築し、企業集積を推進します。

(１)inove（イノベ）等への企業集積の促進と産業立地構想の策定

イノベーションパーク及び盛岡西リサーチパークへの企業誘致を促進するとともに、企業数の増加や誘致企業の成長に伴い

、集積の加速化に寄与する次期企業誘致構想を策定します。

(２)産学官連携や異業種連携による価値の創造

イノベーションパークを拠点とした産学官連携や融合、共同研究、これらの研究成果を実践する場を提供することにより、

inove（イノベ）への質の高い技術の蓄積と次代を担う人材を育てるとともに、金融機関等との連携によるファンド創成な

どの模索を進める必要があります。また、ＩＣＴを活用した付加価値の高い地域資源やサービスの提供により、企業の成長

や起業を支援し、若者の雇用機会を創出します。

(３)ＩＣＴを活用した地域情報化の推進

より迅速で、より正確な情報の伝達を図るため、ＩＣＴを活用した地域情報化の推進と、住民自治の確立のためのコミュ



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 7月29日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進

企業振興課長  熊谷和久

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

03020300 ＩＣＴを活用した地域情報化の推進
幸

広報やインターネット等で地域の情報を収集・発信している人の割合
6

24 26 28 30 30 Ａ
福 ％ 23.2

26.5 22.5 22.9 29.5 29.5 92.6



り

ザイン思考の情報処理

組

技術者の重要性が高ま

み

っています。

Ａ 必要な

と

し

企業集積と産学官連

方

携の推進は、前期基本

針

計画の政策である「次

に

代を担う若者が育ち、

つ

新たな価値創造に挑戦

い

するまちを目

指します

て

」そのものであります

の

。また、後期基本計画

達

の政策である「地域の

成

産業がより活性化し、

（

次代を見据えた挑戦を

実

続

けるまち」において

現

も、引き続き資源であ

）

る「滝沢市IPUイノ

状

ベーションパーク」を

況

中心に企業の集積と産

(

学官連携を図る

ことが

１

、政策の実現に必要不

)

可欠であります。

(１

 

) 令和 2年度方針

基

策定に際し、今後の方

本

向性や引継課題
Ｂ 課題

施

あり

【今後の方向性】

策

滝沢市IPUイノベー

の

ションパークの立地が

実

推進されてきたことか

現

ら、イノベーションパ

に

ークから生まれる「価

影

値」について

、岩手県

響

及び岩手県立大学など

す

と新たに方向性を定め

る

る必要があります。

I

社

oT推進ラボやIoT

会

官民ネットなど、国と

環

の連携の中で、新たな

境

ビジネスチャンスを全

変

国的な視野で探り、先

化

進的な取組を学

ぶこと

(

で、時代に合った事業

２

展開ができる環境を維

)

持します。

【引継課題

 

】

企業集積に関する取

政

組の目的と手段につい

策

て、分かり易く市民に

と

伝えることにより、I

の

CT産業の拠点化への

関

興味関心を図り

、盛岡

連

広域都市圏における研

性

究学園都市の位置付け

か

の定着を市民レベルか

ら

ら進める必要がありま

基

す。

本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 7月29日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進

企業振興課長  熊谷和久

２．基本施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

滝沢市IPUイノベーションパークを拠点とした産学官連携や異業種連携を推進し、企業が成長しやすい環境と人材の育成の

支援について、次のとおり成果が認められました。

・滝沢市IPUイノベーションパークに、新

政

たに２社が立地の意向

 

（立地調印）を示し、

 

土地の購入に至ってい

 

ます。

・滝沢市IPU

 

イノベーションセンタ

策

ーを中心に、IoTな

:

どに関するセミナーを

基

随時開催し、異業種交

本

流の機会を創出しまし

施

た

。

・滝沢市IPUイ

策

ノベーションパーク運

:

営協議会において、岩

主

手県立大学、岩手県と

管

の連携強化に向けた連

課

絡会議を設置する

こと

長

となりました。

(２)

職

 基本施策内の取り組

・

みと方針のうち、平成

氏

30年度の重点課題の

名

達成（実現）状況
Ａ 達

関

成した

【重点課題】

・

係

inove等への企業

課

集積をさらに加速する

長

ための企業誘致、人材

職

育成、産学官等連携推

・

進及び地域情報化の方

氏

針の検討。

【重点課題

名

に対する達成状況】

・

(

滝沢市IPUイノベー

１

ションパーク内への企

)

業立地（立地調印を含

 

む。）が新たに２社追

基

加されました。

・国が

本

関わるIoT推進ラボ

施

の認証、IoT官民ネ

策

ットへの加盟などによ

目

り、本市の取組を広く

標

周知した他、各種セミ

の

ナー、フォ

ーラムの開

達

催しました。また、岩

成

手県立大学の授業への

（

協力など将来の人材育

実

成に向けた取組も実施

現

しました。

３．基本施

）

策の実現に向けての平

に

成30年度実施後での

向

変化を認識する

Ｂ 社会

け

環境変化あり

IT分野

た

の進化は目覚ましく、

計

Society5.0

画

の社会に向け、様々な

期

分野でIoTやAIの

間

活用による研究、商品

内

開発が進んでいます

。

の

新しい価値の創造が日

取

々行われている中、デ



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 7月29日 4頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進

企業振興課長  熊谷和久

03020100  inove(イノベ)等への企業集積の促進と産業立地構想の策定
1

44,455 63,212 42.2

03020200  産学官連携や異業種連携による価値の創造
2

4,504 5,079 12.8

03020300  ＩＣＴを活用した地域情報化の推進
3

11,795 12,192 3.4


